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午前中は雪にも関わらず、
ご参加いただき、ありがとうございます。
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本日のプログラム
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日常的に一人一台の情報端末を使って教育・学習をすることで、
データが自然と蓄積されているが、使われずにいて、もったいない。

これをうまく活用して、教育をより良くできないだろうか？
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日本学術会議 情報学委員会、教育・心理学委員会合同
教育データ利活用分科会委員名簿(2024.12-2026.9)
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2020年9月提言 2023年9月記録
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意思の表出
（提言、見解など）
の査読に向けて

準備中

文科省など各省庁及び
教育委員会・学校、
保護者向け
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本日のお話

1. 日本学術会議2020年提言の概要

2. それを踏まえた今期の意思の表出の概要

3. まとめ
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是非、皆様からのご意見をお願いいたします。
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2020年提言の概要
(A)学習データの種類と教育改善のための利用

(A-1)教材や質問用紙、成績などの従来のデータに加えて、LMS、デジタル教材の閲覧
履歴などのプロセスデータを日常的に収集・分析

(A-2)学習者、教員、学校、教育委員会、国全体でデータ活用

(B) 学習データを収集・利活用するための制度設計
(B-1)まずは学校にデータを集め一次利用を推進し、その後教育委員会や国全体で

二次利用するためのルール作りが必要
(B-2)各EdTech関連企業等はデータを囲い込まずに学校に提供

(B-3)教育データの標準化を実施

(B-4)人の尊厳を脅かさないデータ利活用のために倫理審査委員会を設置

(C) 学習データを収集・利活用するための情報環境の整備
(C-1)情報端末とネットワークの整備
(C-2)データの収集と利活用のための情報基盤システムを整備

(D) 学習データを収集・利活用するための人材の育成
(D-1)教育データを活用できる教員や研究者を育成
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2020年提言以降の変化
1. コロナ禍やギガスクール構想・BYOD等で、一人一台のPCを用いて

学ぶことが当たり前になってきた。

2. 上記の環境を用いて、教育・学習活動を行うことで、データが自然と
蓄積されるようになってきた。文部科学省やデジタル庁等でも様々
な施策が実施。

3. 学術的にも、個に応じた学びを支援するために、学習データ分析
(Learning Analytics)の研究が注目されるようになり、経験や勘
による教育から、データやエビデンスに基づく教育への変革の重要
性が認識されるようになった。

4. 教育ビッグデータやAIの活用に際しては、ELSIの観点を考慮した安
全安心な利用が益々重要となってきた。
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詳細は、木村様、大野様、岸本様をはじめ、事例紹介のご発表をどうぞご参照下さい。
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2020年提言と比べて
(A)学習データの種類と教育改善のための利用

(A-1)教材や質問用紙、成績などの従来のデータに加えて、LMS、デジタル教材の閲覧
履歴などのプロセスデータを日常的に収集・分析

(A-2)学習者、教員、学校、教育委員会、国全体でデータ活用

(B) 学習データを収集・利活用するための制度設計
(B-1)まずは学校にデータを集め一次利用を推進し、その後教育委員会や国全体で

二次利用するためのルール作りが必要
(B-2)EdTech関連企業はデータを囲い込まずに学校に提供

(B-3)データの標準化

(B-4)人の尊厳を脅かすことのないような利活用のために倫理審査委員会を設置

(C) 学習データを収集・利活用するための情報環境の整備
(C-1)情報端末とネットワークの整備(デジタル教科書)
(C-2)データの収集と利活用のための情報基盤システムを整備

(D) 学習データを収集・利活用するための人材の育成
(D-1)教育データを活用できる教員や研究者を育成
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十分できている

少しできている

まだまだ不十分
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2020年提言に加えて推進すべきこと

(E-1) 複数ツール間のデータを名寄せして利用

(E-2) データを匿名加工するなどして二次利用の推進

(E-3) 教育データ利活用の事例やエビデンスの共有

(E-4) ELSIなどに配慮しつつ、生成AIなどを活用して推進
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十分できている

少しできている

まだまだ不十分
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今回の意思の表出の構成

1. 2020年提言後の５年間で進んだこと

2. 2020年提言の記載内容で、まだ不十分なこと

3. 2020年の提言に加えて推進すべきこと
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2020年提言と今回の提言の差分

本提言2020年の提言

学習データに加えて教育データやセ
ンサー情報等も対象

主に学習者に関する学習
データ

データの種類

公教育に加えて幼児教育や社会人、
私教育も含めた生涯を対象

公教育（初等中等教育と
高等教育）

対象

上記の対象において、プライバシー
等に十分配慮した上で、異なる教育
機関で名寄せをして匿名加工後に
二次利用する

異なる教育機関を超えて
データの連結（名寄せ）を
行わずに匿名加工して二
次利用

名寄せと二次
利用

ELSIなどに配慮しつつ、生成AIな
どを活用して推進
事例・エビデンスの蓄積・共有

倫理審査委員会生成AI/ELSI
エビデンス共
有
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2020年提言後の５年間で進んだこと
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(A)学習データの種類と教育改善のための利用
(A-1)教材や質問用紙、成績などの従来のデータに加えて、LMS、デジタル教材の閲覧

履歴などのプロセスデータを収集・分析
(A-2)学習者、教員、学校、教育委員会の一部でデータ活用が推進

(B)学習データを収集・利活用するための制度設計
(B-1)文部科学省「教育データの利活用に係る留意事項」（第一版、第二版）
(B-2) 教育データの標準化（主体情報・内容情報・活動情報の一部）

(C)学習データを収集・利活用するための情報環境の整備
(C-1)情報端末とネットワークの整備
(C-2)MEXCBT、EduSurvey、学習eポータルなどを用いた教育の情報化

(D) 学習データを収集・利活用するための人材の育成
(D-1)国研教育データサイエンスセンターにて研修動画を作成
(D-2)岡山大学や滋賀大学で大学院プログラムが開始
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2020年提言の記載内容で、まだ不十分なこと
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(A)学習データの種類と教育改善のための利用

(A-1) LMS、デジタル教材の閲覧履歴などのプロセスデータを日常的に収集・分析

(A-2) 学習者、教員、学校、教育委員会での日常的なデータ活用

(B)学習データを収集・利活用するための制度設計
(B-1) 学校にデータ集まり一次利用する制度設計

(B-２) 教育データの標準化（特に活動情報）

(C)学習データを収集・利活用するための情報環境の整備

(C-1)教育データ利活用のための情報基盤システムの議論

(C-2)デジタル教科書の導入とデータ活用

(D) 学習データを収集・利活用するための人材の育成
(D-1)AI/データリテラシー教育
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教育・学習データの分類
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説明データの種類#区分

デジタル教材閲覧履歴、LMS等の利用履歴、デジタルノート
の内容

学習支援システム学習履歴
(学習プロセスデータ）

1
授 業 ・
学 習 系
データ

デジタルドリルの回答や正答率等デジタルドリル学習履歴2

学習者に対するアンケート結果学習者アンケート結果3

学習者の学年等の基本情報学籍情報4

校 務 系
データ

学習者の日々の出欠情報出欠席情報5

授業ごとの指導計画やシラバス指導計画情報6

小テストや定期テスト等の結果テスト結果7

通知表や単位取得等の評定結果成績評定情報8

教員に対するアンケート結果教員アンケート結果9

学級担任等が朝に行う児童生徒の健康状態を確認した記録健康観察記録10

児童生徒の日々の様子や気付いた点などを記録した情報日常所見情報11

児童生徒が保健室に来室した記録保健室利用記録12

日常利用で自然と蓄積される学習プロセスデータ
の利用が重要であるが、校務系やMEXCBTなど
他のデータと連携した利活用が不十分である。

2020年提⾔より引⽤
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教育データの利用例
目的の例誰のため対象

・過去の教育データの利用による成績の予測
・個人に適した教材や問題の推薦による学習効果の向上学習者

個人
・クラス全体の学習者のつまずき箇所の発見など

による教材や授業設計の改善
・自動採点など、教育データの利用による教員の負荷の軽減

教員

・保護者への通知のアクセス状況把握
・自分の子供の学習状況、学習意欲などの把握

保護者

・教育データに基づくカリキュラムの最適化
・教員の最適な配置

学 校 ・ 教 育 委
員会など

教 育
機関

エビデンスに基づく教育政策の立案と評価(EBPM)政策立案者

国
全体

大規模な縦断的・横断的データを用いた学習者の成長過程の研究
研究者

教育に関する諸問題をデータを用いて社会全体で共有・議論市民
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教育データの活用のメリットは様々あるが、
日常利用はあまり進んでいない。

2020年提⾔より引⽤



Learning and Educational Technologies Research-Unit Evidence-Driven Education Research Council

学校
LRS

教材
LRS

学習eポータル

CBT
LRS

研究用
LRS

大学・研究機関の研究者など

希望者のみが活用

匿名加工

教員生徒

デジタル教科書・教
材配信PF

MEXCBT基盤

LTI
LTI

①一次利用
②二次利用

③個人利用

個人用
LRS

個人情報

個人情報 匿名加工情報

学習塾、医療等
のデータ

LRS

ドリルなどの
他のツール群

教育のPDCAを回す 教育のPDCAを回す

LTI

教育用EDUクラウド

②データを匿名加工して共有活用できて
いない。

③データの標準化が不十分なので
活用が進まない。

①学校に複数ツールのデータを集約
した活用が不十分
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文部科学省 教育データ標準
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https://www.mext.go.jp/a_menu/other/data_00001.htm

海外では
⽶国CEDS(Common Education Data Standard) 
英国NPD(National Pupil Database)などがある
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文科省Japan xAPI Profile標準化検討WGで
学習活動データの標準化について議論(2023.12-2024.3)
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Japan xAPI Profile Server

Profileの議論・提案

Profileの承認

Profileの公開・参照

準拠ツールの承認

LMS

デジタル教科書

デジタルドリル

授業支援など

ツール種ごとに必要最低限のデータを標準化し、承認する流れを提案

ツール種

継続して、活動情報の標準化に取り組んで頂きたい
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教育データの標準化に準拠した
データを学校や自治体に集約する
ことを調達の条件に追加
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教育データの標準化を作成しても
様々なツール群で使われないと意味がないので
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一人一台の情報端末とネットワークは整備されたが・・・

22
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学習者用デジタル教科書の導入と活用はまだまだ進んでいない

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/digital/data_00006.html
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https://www.jiji.com/jc/v8?id=202404ransel-team

紙の教科書+タブレット
で重いよ!

CSV形式でユーザ登録すると
・ユーザ登録が手間
・シングルサインオンができない
・ログデータが名寄せができない

学習eポータルとの連携で上記が全て解決
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2020年の提言に加えて推進すべきこと
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(A)学習データの種類と教育改善のための利用
(A-1)生涯にわたる教育データの利活用や名寄せ、公教育以外のデータ活用の議論の推進
(A-2)国や研究機関でのデータの二次利用の推進

(B)学習データを収集・利活用するための制度設計
(B-1)学校に名寄せしてデータ集まり一次利用して、二次利用する制度設計
(B-2) データの範囲拡大に伴う、ELSIの観点を考慮した教育データの利活用

(C)学習データを収集・利活用するための情報環境の整備
(C-1)教育データ利活用のための情報基盤システムの整備
(C-2) 教育データの活用事例やエビデンスの共有

(D) 学習データを収集・利活用するための人材の育成
(D-1) 教育現場でのAI/データリテラシー教育

(D-2)事例やエビデンスを活用して教育データの利活用を推進できる人材の育成

(D-3)教育現場と研究者や企業との協力の推進
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教育データの範囲を拡大して議論
• まずは「自然に蓄積されるデータ」から活用を検討
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教育データを蓄積・活用するための
デジタル学習基盤の整備
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学習eポータルからツール群を起動して
データをLRSに集約して名寄せして分析
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データの一次利用から二次利用へ
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１次利用

エビデンスの蓄積と共有

LRSのデータを
匿名加工して分析
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海外における教育データ利活用の
ための情報基盤はどうか？
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台中市の小学校でのタブレット＋生成AI+Dataの利用例

④左がチームの答案、右がe度を使った答案②個人で答案を作成

①先生の説明 ③チームで答案作成＋e度で調べる

⑤チーム＋e度の回答を発表＋討論
（e度は時々間違う）
e度の会話データを分析



Learning and Educational Technologies Research-Unit Evidence-Driven Education Research Council

マレーシア:DELIMa (Digital Educational Learning 
Initiative Malaysia)
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大韓民国:AI Digital Textbook (2025-)
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https://www.moe.gov.sg/education-in-sg/educational-technology-journey/edtech-masterplan
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シンガポールMasterplan 2030 ：
Transforming Education through Technology

Singapore Student Learning Space (SLS)
の上に教育データを蓄積して分析
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教育データの管理方式

35

自治体や学校ごとに分散してデータ管理 クラウドで一括してデータ管理
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教育データの管理方式による特徴

分散管理方式集中管理方式論点

地域ごとや学校ごとの分散管理のため、全体の
状況把握や分析に時間がかかる場合もある。

データを一括管理するため、全
体の状況把握や分析が迅速。

データの一元化

地域や学校ごとに管理されるため、データの統一
性や整合性が低くなる可能性がある。

標準化されたフォーマットで整
合性が高いデータ管理が可能。

データの整合性

各地域がセキュリティ対策を行うため、不十分な
地域が生じる可能性がある。

データが集中しているため統一
的なセキュリティ対策が可能。

セキュリティ

各地域や学校での管理にコストがかかる場合が
ある。

一元化によりコストを抑えやす
い。

コスト

障害が発生しても影響は限定的であり、大規模
な情報漏洩リスクは低い。

システム障害やデータ漏洩時に
は全体に影響が及ぶリスクが高
い。

リスク

様々なツールを利用して、地域や学校の独自の
ニーズを実現しやすい。

中央主導で利用可能なツール
が管理されるため、各学校の
ニーズへの対応が制限される
可能性がある。

独自性
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提案
• 各自治体での取り組みの差が表れている現状を考えてると

• 国が最低限の共通のプラットフォームを提供し、

• その上に各自治体や学校が独自の取り組みを加えることができる
ような柔軟な枠組みがいいのではないか？

• その上で、事例やエビデンスを国レベルで蓄積・共有し、授業改善
や人材育成に役立てる。
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生成AI×教育データの活用

• 学習支援エージェント
• 教材や問題を自動生成
• ダッシュボードを説明
• 語学学習支援（添削、発音など）
• 評価など教師の作業負担を軽減
など様々な活用が可能 教育ビッグデータ

+データ分析

生成AI

個に適した学習支援や教育用
生成AIの構築には、教育ビッグ
データの利用が不可欠であり、
情報基盤の整備が必要

一般的な情報提供

個に適した学習支援
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ELSIの観点から考慮すべきこと(岸本先生＠阪大)

39

ELSIとは“倫理的、法的、社会的課題”（Ethical, Legal, and Social Issues）の略称

新しい科学技術を開発して社会に適用する際に生じ得る
技術的課題以外のあらゆる課題のこと

日本の状況に適したELSIガイドライン、宣言書、審査委員会等の検討が必要
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まず、教育データ利活用のための情報基盤を整備すべき

まず基盤をしっかり作らないと
上にいくら良いものを作っても
うまく積みあがらない。

・名寄せや匿名加工の方法
・教育データの標準化（特にツール種ごとの活動情報）
・ELSIの観点からの教育データの安全・安心な管理・運用
・エビデンスの蓄積と共有（どのような効果があるか？）

教育データの情報基盤

現状 改善
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教育データ利活用は、技術的には

成熟しており、様々なメリットも多いが、

全体の制度設計（仕組み）がまだまだ不十分。

国の各省庁及び自治体様には、将来を見据え

て、リーダシップをとって早期に進めてほしい。

hiroaki.ogata@gmail.com


